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はじめに

　1年おきにボストンとシアトルで交互に行われる
Conference on Retroviruses and Opportunistic 
Infections 2019 （CROI 2019）は，3月4日～7日にかけ
てシアトルで開催された。会場周辺は，いたって普通
で，特段の宣伝がされているわけでもなく，会場入り
口の階段に少し凝ったペイントがあったのみであった

（図1）。この数年同じ場所，同じ会場であるため，観
光などに興味がわくこともなく，学会に専念できると
いう利点もある。
　最近は，発表とほぼ同時にインターネットでスライ
ドを見られることも多く，主立った演題に関しては既
にご存知の方も多いと思われる。それでも会場に足を
運び，学会に参加するのは，発表時の会場の熱気を肌
で感じたいからである。

　2019年のCROIのオープニングでは，米国国立衛生
研 究 所（National Institutes of Health；NIH） の

オープニング

Anthony Fauci博士による「Ending The HIV Epidemic」
というタイトルの特別講演があった。Fauci博士の講
演は，いつ聴いても簡潔で熱気にあふれている。今ま
でのFauci博士の講演は，どちらかというと病態に関
する基礎的な内容のものが多かったが，今回は「HIV
の流行を終わらせる方法論は整った。あとは，それを
どう実行するかの段階に来ている。Implementation 
scienceこそが重要だ」と，熱弁していた。まさにその
通りである。日本の行政の方々にも是非聞いてほしい
講演であった。

　さて，今回のCROIで何といっても1番注目されたの
は，Berlin patientに続きCCR5-delta-32の骨髄移植を
行い，２例目の治癒患者（London patient）が出たとい
う報告があったことである。２例目の重要性というこ
とが強調され（Berlin patientが単なる偶然ではなかっ
たということ），CROI直前に『Nature』に報告された
ため，この演題の入ったHIV cureのセッションが，
急遽最も大きな会場に変更になった。このため，もと
もと筆者の聞きたかった合併症のセッションがはじき

合併症について

図１. 	学会場の入り口
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